
(57)【要約】        （修正有）
【課題】  女性用性交具の提供。
【解決手段】  男陰幹の模型１、２の各々に数条のひれ
を有する数個のひれ帯１１ ～２１ を有する太さの異なる
二個の男性陰幹の模型１、２の間にひれ３を挟んで、そ
れぞれの塞ぎ壁１８・２８の穴１９や、ひれ３の穴３３
を通して、繋ぎピン体４の斜面４１・４２の先端から細
い塞ぎ軸５まで詰め込んで一体に組み立てる。



【特許請求の範囲】
【請求項１】  全部軟性プラスチック製の薄い数条のひ
れを有する数個のひれ帯１１ ～、２１ ～を有する二個の
男性陰幹の模型体１，２を塞ぎ壁１８ ・２８ と相当大径
で薄いひれ３を、それぞれの穴１９ ・２９ ・３３ を繋ぎ
ピン体４の斜面４１ ・４２ の先端から径の少し小なる繋
ぎ軸５まで詰め通して一体とした二熟女共用の男性陰幹
模形性交具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】二熟女共用の性交具の男性陰幹の
模形品に関するものである。

【０００２】
【従来の技術】全生物は、その発生当初より異性間のな
んらかの性交法により、子孫を現在にいたるまで継統し
てきた。
【０００３】私たち夫婦は子供を儲ける目的で、神聖な
気持ちで性交していたと思っていたが、最近の熟女は夫
一人では足りないのか？次ページに添付したごとき陰性
具の模形品や薬品などがなんと多いことか？しかし夫の
ごとき生の性器でないので多種の実感が少い欠点がある
が、次記のごとき長所も多い。
【０００４】【性感昂進物件の広告】
【１】

【本発明物件を使用の二婦人の性交姿態】
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
【課題を解決するための手段】陰幹１、２の各々に数条
のひれを有する数個のひれ帯１１ ～、２１ ～を有する太
さの異なる二個の男性陰幹１、２の間にひれ３を挟ん

で、それぞれの塞ぎ壁１８ 、２８ の穴１９ ・２９ や、ひ
れ３の穴３３ を通して、繋ぎピン体４の斜面の先端から
細い繋ぎ軸５まで詰め込んで一体に組立てて男性陰幹模
形具を形成する。
【０００７】
【各部の作用、実施例、効果】陰頭１２ の基部の径、陰
幹１１ ′～１６ ′の径は同じｄ１１ （５０ｍｍ）の同径
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で、２１ の基部、２１ ′～２６ ′は同径、ｄ２１ の径
（４５ｍｍ）で、幅はそれぞれ約１７ｍｍと夫より太
く、幅も大で、また厚さｔを１ｍｍとし、それぞれの塞
ぎ穴１９ 、２９ より相当に硬いジェリー状の液体を注入
すれば保温性があり、生の夫の陰幹と同等以上の弾性や
硬さと、Ｌ１・Ｌ２のように長く（約１７０ｍｍ）、ま
た本物体を約４０℃にして使用すれば夫の陰幹以上の感
性を覚える効果を生ずると共に、両婦人の窒の締付力が
同等と仮定すれば、
【図３】に示すごとくＢ婦人使用の陰径ｄ２１ ・ｄ２２

は、Ａ婦人使用の陰径ｄ１１ ・ｄ１２ より細いので摩擦
面積、摩擦力は小さく、従ってＢ婦人がＰの力で押せば
ピストン動２・Ｗ２ ・振動Ｑ２ はＡ婦人のピストン動Ｐ
１ ・Ｗ１ 、振動Ｑ１ に比べて極めて大きくて感度も大で
あるので、上下交替すれば両人互いに平等の感度を得る
効果がある。
【０００８】各ひれ帯１１ ～１７ 、２１ ～２７ の数条の
各ひれの厚さｔ１，ｔ２は０．５ｍｍと薄く、幅約８ｍ
ｍ、高さ１ｍｍ、直径ｄ１２ は５０ｍｍ、ｄ１２ は５２
ｍｍ、ｄ２１ は４５ｍｍ、ｄ２２ は４７ｍｍで夫の疣帯
より太く幅が大きいで、柔かに両人の窒内をピストン動
する効果がある。
【０００９】全体軟性プラスチック製で、ひれ３の径ｄ
３は約９０ｍｍ、厚さ０．５ｍｍ、陰幹の塞ぎ壁１８ ・
２８ の厚さ１ｍｍで大きく薄く湾曲していて隙間ｓと共
に大きく揺れ角度αまで変形するので、
【図３】に示すごとくＡ婦人は下位、Ｂ婦人は上位の交
位の場合は、何可なる姿態にも應じて曲り、またストッ
パーの効果を示すと供に陰部の皮膚まで柔らかく密着
し、その上、諸種の性交伝染病菌の浸入を防止する効果
がある。
【００１０】
【図１】に記したごとく、直径大きな薄いひれ３を挟ん
で陰幹１，陰幹２のそれぞれの穴１９ ・２９ ・３３ は直
径は４ｍｍで、繋ぎピン体４の斜面の径ｄ４は８ｍｍ、
繋ぎ軸５の径ｄ４ｍｍで、全体軟性プラスチック製であ
るので、その弾力で広がって直径小なる軸５までピン体
斜面４１ 或いは４２ を通って５で締り、陰幹１・２がピ
ストン動しても外れることがない。
【００１１】それぞれ穴１９ ・２９ ・３３ の径は４ｍｍ
として、全体が軟性プラスチック製で弾性があるので、
繋ぎビン体の斜面４１ は塞ぎ壁の穴１９ 、及びひれ３の
穴３３ を通すことは容易であるが、
【図３】に示すごとく変形するので、陰幹２の塞ぎ壁２
８ の穴２９ を通ることが困難なので、陰頭頂の穴１１０

からピン体斜面４１ をその穴から押棒６を押して２９ を
細い繋ぎ軸５まで確実に通すことができる効果があり、
組立が終了した後に塞ぎ栓７で塞ぐ。
【００１２】自分の劇感表状を見ることができないの

で、相手の劇感性を直接見て自分も同じ表状を想像でき
て一層感性を増大できる効果がある。
【００１３】貼付した広告の器具には殆んどバイブルを
使用しているので、本発明品にも陰幹１，２の穴１９ 、
２９ からバイブルセンサーを挿入すれば月刊誌の姿態の
ような激感性の効果が期待できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】二婦人共用の模型男性陰幹物二個１，２とスト
ッパーひれ３を繋ぎピン体４で組み合わせた斜視図であ
るが、切断線の内方は正面断面図である。
【図２】（ａ）は陰幹１と陰幹２を繋ぎピン体４で繋い
で組立てる方法に関する正面断面図で、（ｂ）は塞ぎ栓
７の使用図である。
【図３】作用を示す正面図である。
【符号の説明】
１  Ａ婦人使用の男性陰幹部の陰幹模型物であり、１２

は陰頭で、１１ ・１３ ・１５ ・１７ は同径のひれ帯
１１ ′～１６ ′の陰幹と１２ の基部は同径
１８ は他端の塞ぎ壁    １９ は１８ の穴    １１０ は陰
頭頂の穴
２  Ｂ婦人使用の男性陰幹部の陰幹模型物であり、１よ
り少し小径。
２２ は陰頭で、２１ ・２３ ・２５ ・２７ は同径のひれ帯
２１ ′～２６ ′の陰径と２２ の基部は同径
２８ は他端の塞ぎ壁    ２９ は２８ の穴
３  ストッパーひれ    ３１ は自然状態、  ３２ は撓、
  ３３ は穴
４  繋ぎビン体    ４１ 、４２ は斜面
５  繋ぎ軸
６  押し棒
７  塞ぎ栓
Ｌ１  １部の陰幹の長さ
１１ ～１７ は同径の各ひれ帯部の幅
１２ は陰頭、  １１ ′～１６ ′は１２ 基部と同径の各陰
幹部の幅
Ｌ２   ２部の陰幹の長さ
２１ ～２７ は同径の各ひれ帯部の幅
２１ は陰頭、  ２１ ′～  ２６′は陰頭基部と同径の各
陰幹部幅
ｄ  直径    ｄ１  陰頭基部と陰幹の    ｄ２  各陰幹
部ひれ帯の
ｄ３  ひれ３の  ｄ４  繋ぎピン体の斜面４１ ・４２ の
ｄ５  繋ぎ軸５の
ｓ  隙間
ｔ  厚さ    ｔ１  ひれ３の    ｔ２  陰頭と陰幹の
Ｐ  ピストン働    Ｐ１   １陰幹の    Ｐ２   ２陰幹の
Ｑ  振動    Ｑ１   １陰幹の    Ｑ２   ２陰幹の
Ｗ  回転    Ｗ１   １陰幹の    Ｗ２   ２陰幹の
α  ひれ３１ から３２ までの揺れ角度
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【図１】

【図２】

【図３】
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